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（矢印は波面の進む向き） （矢印は波面の進む向

この2本が重なる場所は、元々同位相だった波
の一方がPで位相が反転した状態で重なっている
⇒媒質の変位0の点となる

をを離れた波面なら、どこでも同様に逆位相のな､ ※※影でなく？と､ 河節線波が
重なるので媒質の変位0の点となる

⇒節線が書ける
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⇒ d=mlといえる（左図はm=2、右図はM3）
（ア）の式を代入して

d = mTg u m
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ここで 、 入 射 波 、 反 射 波 の 周 期 T [ S］ だ け 時 間 が 経 過
したときの、•点の移動量を入としている。
⇒下図のように入が書ける。
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d=m_る と （ウ） で= e s t
を連立する。

⇒ （イ）式を変形して （ウ）式を変形し
s i n日 = m a c a o S A = いでー

sin2日tC o sA=1に代入して⊖を消去
(mm²+（が=1
が +が = 1

※=1-ma'
※ が の
※= 4で
ポ=どう2 𣱿にだい

（オ
入が最大のとき､ できる節線の数は0となる｡
これは イ の図においてm=！のときといえ
る｡ そして､ sin日の最大値は1であるから､（イ）式d=m-を変形した式に2ᵈすがっ-_-より

入Max=21-11（オ） ←壁、するぶつかり定常波を作る

※光波の問題というより、平面波の干渉の問題である。


